

































する Ratnarakṣita（ca. 1150–1250）の註釈書である Padminī である。











































ピックを主題とする Saṃvarodayatantra第 21章 Caryānirdeśapaṭalaの内容
を考察し、あわせて Takaoka CA17、Baroda No.78の 2写本（本論文 p.5参
照) を用いて、Padminī 第 21 章のサンスクリット語テクストを校訂してい
る。また、校訂テクストに対する註記を付すとともに、Saṃvarodayatantra
校訂本 (T 1974)の読みの訂正を提案している。












ャクラ儀軌』を全訳し考察する。特に後者は Advayavajra の弟子 Vajrapāṇi
に 4回言及し、Abhayākaraguptaの著作 Vajrāvalī を 10回引用している点か
ら Ratnarakṣitaの特色が窺われるという。
倉西 2012　 Padminī と関連の深い Sadāmnāyānusāriṇī の写本について、
その題名および内容を精査している。この写本のバンドルは 34葉で構成さ
れているが、当該テクストだけでなく、その註釈対象である Saṃvarodaya-



























T Takaoka CA17, complete, paper, 49 fols.,ネパール歴 732.
B Baroda No.78, complete, paper, 92 fols.,ヴィクラマ歴 (?) 1983.
N NAK 5/203 = NGMPP B113/8, complete, paper*3, 230 pages,
ネパール歴 1044.
Ra Tucci's Collection 3.7.16; ch1–13*4, imcomplete, paper, 35 fols.
Rb Tucci's Collection 3.7.26; ch18*5–33, imcomplete, paper, 41 fols.






*4 第 13 章において引用されている Saṃvarodayatantra 第 33 章第 10 偈の途中（yadā hi
spṛśyate tatvaṃ sarvacintām acintyā）まで書写されている。そして、これは紙の途中で書
写することを止めており、何らかの理由で書写最中に中断されたのであろう。






[T49r11, B91v7-9, N p.226 l.2-5, Rb41v6-9]
iti śrīsamvarodayamahātantrarājasya padminī nāma pañjikā samāptā || || kṛtir iyaṃ śrī-
mahāpaṇḍitabhikṣuśrīratnarakṣitapādānām iti śubha[m] || saṃvat  vaiśākhakṛṣṇā-
māvasyāyāṃ śrījayamunilikhitaḥ saṃpūrṇaṃ yātaḥ || śubham ||
(kṛtir ... °pādānām 〛N では、この文を後ほど付加されている。  iti śubha[m] ...
yātaḥ śubham 〛TB; n.e. N  °kṛṣṇāmāvasyāyāṃ 〛T; corr. Scribe °kṛṣṇāvāmāvasyāyāṃ
B )








(BN) には、讃嘆偈の後に Padminī とは別の奥書が記されており、おそら
く、この奥書に記されている書写年代が、写本自体の書写年代であると考え









Padminī のチベット訳（D 1420, P 2137）は、作品そのものの奥書を提示
した後に*8、次のような、訳者による奥書を記す。
御自身（Ratnarakṣita）の直弟子である *Sarvajñaśrībhadraが自ら訳された（rang ’gyur
du mdzad pa）ものにもとづいて、後の時代に、無限の功徳を備えた Bla ma dam pa
chos kyi rgyal poの御下知および、〔サキャ〕プンチェン職の Kun dga’ bzang poの御言
葉により懇請され、チベットの翻訳師である比丘 Blo brtanが、Phu riの経堂で翻訳・
改訂し、制定した。*9
この奥書からはまず、Ratnarakṣitaの直弟子として、インド人訳者 Sarva-





学者」（rgya gar gyi paṇḍita chen po）と冠称される。また末尾に śrībhadraを
有するその名前は、Śākyaśrībhadraと具足戒の系統を同じくすることを示唆
する。
奥書は次に 2人の人物が Padminī の初訳本の改訂を懇請した旨記すが、そ
のうちの一人 Bla ma dam pa chos kyi rgyal poとは、ほかならぬ帝師’Phags
*8 Ratnarakṣitaの冠称は「成就者にして大学者なる比丘」（D 101v1: grub pa brnyes pa'i mkhas
pa chen po dge slong）とあり、梵本のものと多少異なる。
*9 D1420, 101v1-3: de nyid kyi dngos kyi slob ma thams cad mkhyen pa’i dpal bzang pos rang
’gyur du mdzad pa las dus phyis yon tan mtha’yas pa dang ldan pa bla ma dam pa chos kyi
rgyal po’i bka’lung dang | dpon chen kun dga’ bzang po’i gsung gis bskul nas | bod kyi lo ts’a






そして次の一人 Kun dga’ bzang poは、第二代プンチェン（サキャ派帝師
直属の政務官最高職）としてサキャ南寺大殿などの造営を指揮し、1281年




訳文改訂者 Blo brtan は、Shong lo tsā ba Blo gros brtan pa を指す。Blo
gros brtan paは、その実兄（Shong lo tsā ba rDo rje rgyal mtshan, ca. 1230-?
after 1280）と共に梵文学者として当時名を馳せていた*12。また、Padminī





Ratnarakṣita の本書著作年を一応 13 世紀前半頃と据え置くと、まずその直
弟子 Sarvajñaśrībhadraが同時代にチベット訳し、この初訳本を元にして、成
書から半世紀ほど経た 1270-1275 年頃に、サキャ派の帝師パクパおよび執





される。そのトクパレス写本やラサ版の奥書は、Bla ma dam pa chos kyi
rgyal po（= ’Phags pa）の懇請と、Kun dga’ bzang po の財的支援によって、
*10 Cf.   K : 27.
*11 Cf. 乙坂 1986,   K : 27.
*12 Cf.   K : 19.
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Shong ston lo tsā ba Blo gros brtan paが、Rāhulaśrībhadraと共にサキャ寺大
殿で訳出したと記す*13。訳出年は同じく 1270年代中盤以降となる。
3 Padminī の章立てについて












































31、33章は T1974、第 25章は山野 2006、第 30章は C2001に





著者不明の Sadāmnāyānusāriṇī は Padminī と関係の深いテクストである。
両者の関係は、単純に比べると、前者が後者の縮約版のように見える。も
しそうであれば、Sadāmnāyānusāriṇī は Padminī のあとに著されたと言え
よう。しかしながら、詳しく内容を吟味すると必ずしもそうとも言えず、
先後関係は現在のところ明確ではない。いずれにしても、Sadāmnāyānu-
sāriṇī は Padminī を研究する上で必要不可欠な資料である。Sadāmnāyānu-
sāriṇī には、ほぼ完本のサンスクリット写本が存在する*19。チベット語訳は
*15 T1974: Karmaprasarpdayo nāma paṭala
*16 -herukābhyudaya-と修正すべきか？
*17 他の章のように、章末に、章名が記されていない。T1974: 165; iti śrīherukā-
bhidhāne mahātantrarāje trilakṣoddhṛtasahajodayakalpaśrīmahāsaṃvarodayatantrarājasarva-
yoginīrahasye paṭhitasiddhe trayastriṃśattamaḥ paṭalaḥ samāptaḥ || ||






Na NAK 3/716 = NGMPP A48/11, palm-leaf, incomplete, undated, *20
Nb NAK 3/693 = NGMPP A936/11 (exps 74-76)*21, palm-leaf, incomplete,ネパー
ル歴 566 (第 19章のみ).
I IASWR MBB-I-65, paper, incomplete, undated*22.
Chs. MSS. Tib. SĀA
T B N Ra+b D Na
1 1v1 1v1 1.1 a1v1 1r1 1v1
2 6v3 10v5 20.14 a8v8 10v6 4r7
3 7v9 12v10 24.15 a10v8 13r5 5v8
4 10r1 17r1 34.15 a14v1 17v3 7v6
5 12r11 21v7 45.19 a18v8 22v5 10r7
6 14v3 25v1 55.18 a22v3 27r3 13v6
7 14v10 25v10 57.5 a22v10 27v4 14r5
8 15v3 27r7*23 60.14 a24r7*24 29r3 15r1
9 17r2 28v9 67.11 a27r1 32r5 16v2
10 17v7 31r7 71.6 a28r4 33v6 17r1
11 19v3 34v5 80.12 a30v3 37v4 19v1
12 19v7 35r1 81.10 a30v8 38r3 19v3
13 20r5 35v7 83.9 a31v3 38v7 19v8
14 24r3 42v6 102.13 - 47r3 20v4
15 24v6 43v10 105.13 - 48v1 21r5
16 25r3 44v3 107.11 - 49r5 21v2
17 25r8 45r3 108.15 - 49v5 21v5
18 30v6 55v6 135.11 b1r1*25 61v5 22r5
19 34v10 64r2 157.2 b6v7 70v7 22v4
20 35r10 65r1 159.12 b8r2 72r1 23v4
21 35v1 65r4 159.18 b8r5 72r3 23v5
22 35v7 65v5 161.6 b8v8 72v4 24r2
23 37v6 69v2 170.14 b13r9 77r1 24v2
24 39v4 73r7 180.6 b18r2 81r3 25r2








25 39v10 73v7 181.12 b18v4 81v4 25r8
26 40v2 75r1 184.16 b20r5 83r1 26r7
27 41v2 77r3 190.1 b22v4 85r5 27v3
28 42r2 78r3 192.9 b23v8 86r6 28r3
29 42r8 78v2 193.11 b24r9 86v5 28r8
30 43r7 80r7 198.6 b26v5 88v7 29v4
31 47r5 81v1 215.3 b36r4 96r6 31r6
32 47v11 89r2*26 218.19 b38r3 98r3 32v1
33 48v4 90r7 222.6 b39v6 99v3 33r7
4 研究展望
最後に当該プロジェクトの今後の計画を簡単に述べることにより，本論文
の結びとしたい．現在第 1章，第 13章，第 22章の校訂作業をほぼ終えて
おり，そのうち，第 13章 (前半)および第 22章 (後半)が本年中に出版され






*23 Bが Tを写すときに、saṃyojyatarjanīまで写し、最後の 1行分を飛ばして第 9章を写し
始めている。
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